
【技術概要】

従来から電子素子用の素材としては、シリコンが用い

られていた。しかし、近年、グラファイトやグラフェ

ンの移動度がシリコンを大きく越える可能性があるこ

とが見出され、またエコ材料としての可能性も高いこ

とから、これらを使用することが研究され始めている。

この発明は、６員環からなる炭素同族体を用いるもの

である。具体的には、高配向熱分解グラファイト（Ｈ

ＯＰＧ）を粘着テープ上で劈開し、それを３０ｍｍの

厚さの酸化膜付低抵抗シリコン基板に押し付け、キッ

シュグラファイトを基板上に付着させた。これを、光

学顕微鏡で探し、電子線レジストを塗布し、電子ビー

ムリソグラフィー及びチタンなどの金属を蒸着し、フ

リフトオフによってソース電極及びドレイン電極を取

り付けた。続いて同様の方法でアルミニウム電極を取

り付けゲート電極とした。この素子を、空気中に約５

時間放置し、アルミニウム電極とグラファイト間に自

然に酸化膜を形成させた。この様に形成された電子素

子のトップゲートは、バックゲートの１／１００の低

電圧で動作していることが確認された。

【特記事項・図面・その他】

電子素子および電子素子の製造方法

【効果】

この発明の方法によれば、従来の電子素子より、著

しく高い電圧効率で動作する電子素子の提供が可

能になった。また、従来の技術に対して、極めて簡

単なプロセスで製造でき、素子のフラフェンやグラ

ファイトに対するダメージも低減できる。この発明

で使用される電極としては、アルミニウムを使用し

ているため、材料単価が低く、工業化に適しており、

ゲート電圧駆動に関しても、電圧印加効率を高める

ことができる。

【利用分野・適用製品】

新型電子素子
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【目的】

グラファイトやグラフェンを用いることにより、高

い電圧効率で動作する新しい形の電子素子を提供

する。
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